
 

 

再評価結果（令和６年度事業継続箇所） 

                    担 当 課： 道路局高速道路課  

                  担当課長名： 小林 賢太郎     

事業名 
第二東海自動車道 横浜名古屋線 

新秦野
しんはだの

ＩＣ～御殿場
ごてんば

ＪＣＴ 

事業 

区分 
高速自動車国道 

事業 

主体 

 
中日本高速道路㈱ 
 

起終点 
自）神奈川県

か な が わ け ん

秦野市
は だ の し

柳川
やながわ

 

至）静岡県
しずおかけん

御殿場市
ご て ん ば し

駒門
こまかど

 
延長 ３２km 

事業概要  

 第二東海自動車道は近畿自動車道名古屋神戸線と一体となって、三大都市圏を相互に結び、人の交流と物流を支える大動脈として、日本

経済を牽引するとともに、東名・名神高速道路の代替機能を果たす上で不可欠な路線である。 

Ｈ１７年度事業化 Ｈ８年度都市計画決定 Ｈ２４年度用地着手 Ｈ２５年度工事着工 

全体事業費 約７，３２４億円 事業進捗率   約６１％ 供用済延長 ７．１ｋｍ 

計画交通量 約５１，９００台／日～５３，４００台／日 

費用対効果 
分析結果 

Ｂ／Ｃ  総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年  

(事業全体)1.5 （1.9） 
（残事業）6.0 （5.1） 

4,082/16,885億円 
事 業 費 ：3,144/15,875億円 
維持管理費 ：486/557億円 

更 新 費 ：452/452億円 

24,676/24,676億円 
走行時間短縮便益： 24,044/24,044億円 
走行経費減少便益：        488/488億円 

交通事故減少便益：     144/144億円 

令和５年 

感度分析の結果  

【事業全体】交通量変動  ： B/C＝1.3～1.6（交通量±10％） 【残事業】交通量変動  ： B/C＝5.4～6.6（交通量±10％） 

事業費変動  ： B/C＝1.4～1.5（事業費±10％）      事業費変動  ： B/C＝5.6～6.5（事業費±10％） 
事業期間変動 ： B/C＝1.4～1.5（事業期間±1年）      事業期間変動 ： B/C＝4.9～6.0（事業期間±1年） 

事業の効果等 

・物流効率化への支援（特定重要港湾もしくは国際コンテナ航路の発着港湾へのアクセス向上が見込まれる） 

・個性ある地域の形成（IC周辺の土地利用計画立案推進、アクセスが向上する主要な観光地へのアクセス向上が期待される） 

・安全で安心できるくらしの確保（三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる） 

                                               他１４項目に該当 

関係する地方公共団体等の意見  

＜神奈川県＞ 
新東名高速道路は、我が国の新たな大動脈として、東名高速道路等と一体となって、交通の混雑を緩和し、高速性・定時性の確保や物流の

効率化に大きく貢献するほか地域の活性化や救急医療体制の強化、災害発生時における緊急輸送など、様々な役割を果たす極めて重要な道
路である。 
開通区間の周辺では、産業立地に向けたまちづくりが促進されるなど、多様な効果が現れ始めており、より一層の生産性の向上や観光振興

などを図り、安全で活力と魅力ある神奈川を実現するためには、早期の全線開通が不可欠である。 
県民や企業の期待も非常に大きく、引き続き事業に協力していくので、工事の安全などにも十分配慮しながら、2027 年度までの全線開通
を確実なものとし、一日も早い開通を目指して事業を強力に推進していただきたい。 

＜静岡県＞ 
対応方針（原案）のとおり、事業の継続に異存ありません。 
新東名高速道路は、東名高速道路とともにダブルネットワークを形成し、我が国の社会経済活動の根幹を担う大動脈であり、高速性・定時

性を確保するとともに、南海トラフ巨大地震等の大規模災害発生時には、緊急輸送路としての役割を果たす極めて重要な道路であります。 
2012年に新東名高速道路の静岡県区間（御殿場ＪＣＴ～浜松いなさＪＣＴ間）が開通して以来、本県では、全国１位となる工場立地件数や
、観光交流客数の増加など、多様なストック効果が現れております。 

これらの効果がさらに発揮されるよう、引き続き安全を最優先にした上で、2027年度に開通が予定されている新秦野ＩＣから新御殿場ＩＣ
間の一日も早い開通をお願いします。 

事業評価監視委員会の意見  

対応方針（原案）のとおり了承。 

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等  

・平成24年4月の新東名（静岡県区間）開通、及び平成30年1月以降の新東名（神奈川～静岡県区間）部分開通により、平行する現東名の交

通量は減少しているが、評価対象区間に平行する現東名（海老名ＪＣＴ～御殿場ＪＣＴ）は依然として渋滞・事故が多く発生している。 
・圏央道が順次開通し平成29年2月の境古河ＩＣ～つくば中央ＩＣの開通により、茅ヶ崎ＪＣＴ～大栄ＪＣＴまで接続。 

事業の進捗状況、残事業の内容等  

・海老名南ＪＣＴ～新秦野ＩＣ、新御殿ＩＣ～御殿場ＪＣＴは開通済 
・新秦野ＩＣ～新御殿場ＩＣは、用地取得が概成し工事を全面展開中 

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等  

・新秦野IC～新御殿場ICはトンネル内空断面の変形や湧水発生による工事難航により工程を精査、2027年度（令和9年度）の開通予定に見
直し 

施設の構造や工法の変更等  

・伐採木のバイオマス発電への活用による処分費の縮減 

・隣接施設からの飛球防止対策の見直しによるコスト縮減 
・機能補償道路の見直しによるコスト縮減 

対応方針 事業継続 

対応方針決定の理由  

 以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。 



 

 

事業概要図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。 

※ 総費用及び総便益の値は、表示桁数の関係で内訳の合計と一致しないことがある。 


